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　ご不便をおかけいたしますが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

　気仙川に掛かる昭和橋(昭和８年架設)は、世田米商店街と役場などを結ぶ

重要な生活橋です。

　しかし、近年の局地的な豪雨等による洪水等で上流からの木が橋に引っか

かり、川の水をせき止める等の浸水被害を及ぼす恐れがあります。

　そのため住田整備事務所では、現在、新しい昭和橋建設に向けて、工事を

仮設歩道橋の通行は、現橋解体工事の着手と同時を予定しています。

進めています。現在の橋の解体が始まると、国道107号の美土里橋・瀬音橋

町道の清水橋を迂回していただくことになりますが、世田米小学校、世田米

中学校の通学路になっているなど、歩行者の利用が多いことから、現在の橋

の下流200㍍付近に、仮設歩道橋をつくることになりました。

(延長66㍍、全幅2.6㍍、うち歩道部分2㍍)
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上部工を３スパンに分けて据付けました。

１スパンは約１０ｔです。

機械は１５０ｔ吊りクレーンを使って吊り上

げています。
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住田整備事務所による
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陸前高田市：高田松原


